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	福島区民生委員児童委員協議会
	福島区では現在90名の民生委員・児童委員が活動しており、そのうち17名が主任児童委員として、子どもや子育て家庭への支援を中心に活動しています。
	民生委員・児童委員は、地域住民の最も身近な相談相手として、高齢者の見守り活動や子育て支援、地域福祉活動などに取り組み、誰もが安心して暮らせる地域づくりを目指しています。
	福島区民生委員児童委員協議会では、「地域とのつながりを大切にしながら、住民一人ひとりに寄り添う活動」を基本理念として、日頃から関係機関や地域団体と連携しながら様々な事業を実施しています。
	今回は、その中から「児童福祉月間における遊具贈呈事業」及び「第3回福島区ふくふくまつり」の取り組みについてご紹介します。
	児童福祉月間における遊具贈呈事業（令和8年5月)

	本年度は区内37施設へ遊具を贈呈し、そのうち28施設については民生委員・児童 委員、事務局職員及び福祉課職員が施設を訪問しました。
	訪問先では、園児の皆さんから温かい歓迎をうけました。歌やダンスを披露して くれたり、手作りのメッセージカードや作品をプレゼントしてくれたりするなど 、子どもたちとの心温まる交流が各施設で行われました。
	また、施設職員の皆さまからは、日頃の保育活動や地域との関わりについてお話を伺い、子どもたちを取り巻く環境や子育て支援の現状について理解を深める貴重な機会となりました。
	民生委員・児童委員にとっても、子どもたちの元気な姿や笑顔に触れることで、地域福祉活動への意欲を新たにする機会となりました。子どもたちの成長を地域全体で見守り支えていくことの大切さを改めて実感しました。
	この遊具贈呈事業は、単に物品を届けるだけではなく、地域の子どもたちや保護者、保育施設とのつながりを深める大切な活動です。また、民生委員・児童委員の存在や役割を知っていただく機会にもなっています。
	福島区民生委員児童委員協議会では、今後も関係機関との連携を図りながら、子どもたちが安心して成長できる環境づくりに取り組んでまいります。
	第3回 福島区ふくふくまつりを開催しました（令和8年5月)

	さらに3階フロアでは
	・ふれあい喫茶 ・つくって遊んで昔あそび ・ストラックアウト ・キクーンのぬりえコーナー  　 （行政相談コーナー）
	を実施し、世代を超えた交流の場となりました。 会場内ではスタンプラリーも開催され、参加者は各コーナーを巡りながら様々な 体験を楽しみました。
	多くの子どもたちが夢中になって各ブースを回る姿が見られ、会場は終日多くの 来場者の絵顔であふれていました。
	各地区の民生委員・児童委員が企画段階から準備・運営まで協力し、それぞれのブースを担当しました。来場者との会話や交流を通じて、地域住民の声を直接聞 くことができる貴重な機会にもなりました。
	また、福島警察署、福島消防署、福島区社会福祉協議会をはじめとする関係機関 の皆さまにもご協力いただき、防犯・防災啓発や健康づくりに関する体験企画を 実施しました。地域全体で支え合うネットワークの大切さを感じられる取り組み となりました。
	ふくふくまつりを通じて、民生委員・児童委員活動を身近に感じていただくとと もに、住民の皆さまに地域のつながりや見守りの重要性・活動への理解を深めて いただく機会となりました。
	大阪市長から「あいサポート団体認定証」をいただきました。


